
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
物理仕様の異なる複数種類の記録媒体を判別する媒体判別手段と、
ＭＰＥＧ規格のトランスポートストリーム形式の信号を入出力する入出力手段と、
入力された信号を前記記録媒体に記録する記録手段と、
ディスク記録媒体から信号を再生する再生手段と、
前記媒体判別手段の判別結果に応じて前記記録手段と前記再生手段とを制御する制御手段
とを有し、
前記制御手段は、前記記録媒体が第１の仕様の記録媒体であるときには前記トランスポー
トストリーム形式で信号を記録し、記録媒体から再生された信号を前記トランスポートス
トリーム形式で出力し、
前記記録媒体が第２の仕様の記録媒体であるときには前記トランスポートストリーム形式
の信号の記録再生を停止することを特徴とする記録再生装置。
【請求項２】
請求項１に記載の記録再生装置において、
前記第１の仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であり、前記第２の
仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であることを特徴とする記録再
生装置。
【請求項３】
物理仕様の異なる複数種類の記録媒体に複数種類の形式の信号を記録再生する記録再生装
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置において、
ＭＰＥＧ規格のトランスポートストリーム形式の信号を入出力する入出力手段と、
前記複数種類の記録媒体を判別する媒体判別手段と、
入力された信号をディスク記録媒体に記録する記録手段と、
ディスク記録媒体から信号を再生する再生手段と、
前記トランスポートストリーム形式の信号をプログラムストリーム形式の信号に変換する
変換手段と、
前記媒体判別手段の判別結果に応じて前記記録手段を制御する制御手段とを有し、
前記制御手段は、前記記録媒体が第１の仕様の記録媒体であるときには前記トランスポー
トストリーム形式のままで信号を記録し、記録媒体から再生された信号を前記トランスポ
ートストリーム形式で出力し、
前記記録媒体が第２の仕様の記録媒体であるときには、前記トランスポートストリーム形
式の信号をプログラムストリーム形式の信号に変換して記録再生することを特徴とする記
録再生装置。
【請求項４】
請求項３に記載の記録再生装置において、
前記第１の仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であり、前記第２の
仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であることを特徴とする記録再
生装置。
【請求項５】
物理仕様の異なる複数種類の記録媒体を判別する媒体判別手段と、
ＭＰＥＧ規格のトランスポートストリーム形式の信号を入力する入力手段と、
入力された信号を前記記録媒体に記録する記録手段と、
前記媒体判別手段の判別結果に応じて前記記録手段を制御する制御手段とを有し、
前記制御手段は、前記記録媒体が第１の仕様の記録媒体であるときには前記トランスポー
トストリーム形式のままで信号を記録し、
前記記録媒体が第２の仕様の記録媒体であるときには前記トランスポートストリーム形式
の信号の記録を停止することを特徴とする記録装置。
【請求項６】
請求項５に記載の記録装置において、
前記第１の仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であり、前記第２の
仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であることを特徴とする記録装
置。
【請求項７】
物理仕様の異なる複数種類の記録媒体に複数種類の形式の信号を記録する記録装置におい
て、
ＭＰＥＧ規格のトランスポートストリーム形式の信号を入力する入力手段と、
前記複数種類の記録媒体を判別する媒体判別手段と、
入力された信号をディスク記録媒体に記録する記録手段と、
前記トランスポートストリーム形式の信号をプログラムストリーム形式の信号に変換する
変換手段と、
前記媒体判別手段の判別結果に応じて前記記録手段を制御する制御手段とを有し、
前記制御手段は、前記記録媒体が第１の仕様の記録媒体であるときには前記トランスポー
トストリーム形式で信号を記録し、
前記記録媒体が第２の仕様の記録媒体であるときには、前記トランスポートストリーム形
式の信号をプログラムストリーム形式の信号に変換して記録することを特徴とする記録装
置。
【請求項８】
請求項７に記載の記録装置において、
前記第１の仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であり、前記第２の
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仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であることを特徴とする記録装
置。
【請求項９】
物理仕様の異なる複数種類の記録媒体に複数種類の形式の信号を記録する記録装置におい
て、
前記複数種類の記録媒体を判別する媒体判別手段と、
ＭＰＥＧ規格のトランスポートストリーム形式の信号を入力する入力手段と、
前記 手段 信号をトランスポートストリーム形式で記憶する一時記憶手
段と、
前記一時記憶手段から読み出された信号を前記記録媒体に記録する記録手段と、
ＭＰＥＧ規格のトランスポートストリーム形式の信号をプログラムストリーム形式の信号
に変換する変換手段と、
前記記録手段を制御する制御手段とを有し、
前記制御手段は、前記記録媒体が第１の仕様の記録媒体であるときには、前記一時記憶手
段から読み出されたトランスポートストリーム形式の信号を記録し、
前記記録媒体が第２の仕様の記録媒体であるときには、前記一時記憶手段から読み出され
たトランスポートストリーム形式の信号を前記変換手段においてプログラムストリーム形
式の信号に変換して記録することを特徴とする記録装置。
【請求項１０】
請求項９に記載の記 置において、
前記第１の仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であり、前記第２の
仕様の記録媒体は 仕様のディスク記録媒体であることを特徴とする記
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタル信号等をディスク記録媒体に記録再生可能なディスク記録再生装置に
係り、特に高密度記録可能な光ディスク記録媒体にＭＰＥＧストリーム形式の信号を好適
に記録再生を行うディスク記録再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
数年前からＣＳデジタル放送が開始され、デジタル放送をストリーム記録可能なデジタル
ＶＴＲが市場に投入されている。２０００年末からはＢＳデジタル放送が開始され、新た
にハイビジョン映像も配信されている。一般に、複数の映像や音声などのデジタルコンテ
ンツを一つのビットストリームに多重する方式としては、ビット多重とパケット多重があ
る。ＭＰＥＧシステムでは、後者のパケット多重が採用されている。パケット多重の中に
はトランスポートストリーム（ＴＳ）とプログラムストリーム（ＰＳ）の２つがあり、Ｍ
ＰＥＧ方式ではＴＳとＰＳの２種類のストリーム構造を持つ。デジタル放送はＴＳを採用
しており、デジタルチューナーは、そのサービスや伝送される番組を問題なく受信機側で
受け取るために、ＴＳ形式のストリームをそのまま処理しており、デジタルインターフェ
ース出力もＴＳのまま出力している。これに対し、現在製品化されている記録可能な光デ
ィスクはＰＳ記録が規定されており、ドライブ装置やＡＶ用の記録再生装置においても、
ＰＳ形式で記録するようになっている。
【０００３】
さらにデジタル放送信号の詳細を説明すると、ＣＳデジタル放送で送られてくる標準的な
画質のＭＰＥＧストリーム（以下ＳＤ（ Standard Definition）と呼ぶ）に対し、ＢＳデ
ジタル放送で送られてくる高画質なＭＰＥＧストリーム（以下ＨＤ（ High Definition）
と呼ぶ）が実用化されている。
【０００４】
図２０は、上記のＳＤ信号を記録する標準的な光ディスクと記録方式、ＨＤ信号を記録す
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る高密度な光ディスクと記録方式を示す。例えば、６Ｍｂｐｓ（ bit per sec）程度の平
均転送レートを有するＳＤ放送に対しては、４．７ＧＢ程度の標準の光ディスクに赤色レ
ーザーを用いて記録を行い、約１００分の記録を実現している。ＨＤ放送は平均転送レー
トが約２０Ｍｂｐｓ程度であり、２時間程度の記録時間を確保するには更に高密度な光デ
ィスクが必要となり、２０ＧＢ程度の高密度な光ディスクに例えば青色レーザーを用いて
情報を記録するものが提案されている。
【０００５】
上述したＰＳ及びＴＳストリームとの関連については、特開平１０－１５４３７３号公報
において触れられている。その中で、ＰＳを扱う光ディスク再生装置からＴＳを扱う他の
装置に信号を送信する際に、ＰＳからＴＳに変換することで、再生信号をストリーム形式
の異なる装置（例えばテレビ受像機）へ出力することが提案されている。
【０００６】
さらには、特開平１１－３４５４５９号公報において、ＨＤＤなどの大容量な記憶メディ
アを一時記憶手段として光ディスク装置に組み込み、これを介して光ディスクに記録また
は光ディスクから再生する装置も紹介されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来のＳＤ信号を記録する標準的な光ディスク及び記録再生装置に対して、ＨＤ
信号を記録する高密度な光ディスク及び記録再生装置が考案されつつあるが、記録ストリ
ーム形式を含めた記録再生装置の製品形態等に関する詳細は報告されていない。さらに高
密度な光ディスクと従来の標準的な光ディスクとの関係などに関しても報告はされていな
い。
【０００８】
前述したように、これまでの光ディスク記録再生装置においては、ＰＳ形式のストリーム
構造でデータが定義されている。これに対して、デジタル放送で送られてくるＳＤ並びに
ＨＤ信号はＴＳ形式であり、デジタル放送のストリームを記録するには、ＴＳからＰＳへ
の変換が必要であった。
【０００９】
また、図２０に記載した赤色レーザーと青色レーザーでは波長が異なり、例えば青色レー
ザーで記録した光ディスクは記録密度が高すぎてスポット径の大きな赤色レーザーでは隣
接パターンまで読んでしまい性能確保ができないため、基本的に互換は取れないのが実情
である。
【００１０】
図２１は従来の光ディスクに記録する 1セクタ単位のデータ構造を示すものである。メイ
ンデータは２０４８バイト（１バイトは８ビット）であり、その前段にＩＤ２７０と、Ｉ
ＥＤ（ＩＤ用のエラー検出フラグ）２７１と、ＲＳＶ（リザーブ領域）２７２が付加され
、後段にメインデータに対するエラー検出フラグが付加される。
【００１１】
図２２は、高密度光ディスクに対応したエラー訂正符号を付加した訂正ブロックの一例を
示すものである。セクタ２７６を１６個単位で内パリティ２７７（２７９）と外パリティ
２７６（２７８）を付加し、それらを２組結合した、トータル３２セクタブロックでのエ
ラー訂正を行う。従来は左半分の１６セクタブロックで実施してきたが、高密度なディス
クであるために、同じサイズの傷に対して標準的なディスクに対し影響が大きくなる。こ
のようなことを考慮して、セクタ数を倍にしてエラー訂正の可能な領域を増加する工夫を
している。以上のように、物理的な部分でこのような工夫がなされ、従来の標準光ディス
クとは全く互換性がないのが実情である。
【００１２】
したがって、ＨＤ記録を行う高密度な光ディスクに関しては、必ずしも標準光ディスクに
対する互換性を考慮する必要はなく、使い勝手の良くなるアプリケーションを考えるほう
が得策である。その一例として、記録するストリームを従来の標準光ディスクと同じＰＳ
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形式のストリームとして記録することは必ずしも得策とは言えない。さらに、ＨＤ信号は
情報量が多いためＴＳ／ＰＳ変換時の処理に関してもバッファメモリ等の増加に繋がる。
また、ＴＳからＰＳに変換する過程で１００％の情報を保持するためには、変換に要する
回路規模の増加も生じ、コストアップに繋がる問題もある。
【００１３】
また、その他の課題として以下の点が指摘できる。デジタル放送で扱われるＨＤ信号は高
精細であり、ＨＤ信号のデコードには極めて膨大な回路規模を有する。したがって、低価
格な記録再生装置を提供するには、これを搭載したデジタルＢＳチューナーの機能を活用
すべきである。
【００１４】
前記特開平１０－１５４３７３号公報では再生時のＰＳ／ＴＳ変換について報告されてい
るが、記録メディアの種類は考慮されていない。前記特開平１１－３４５４５９号公報に
は、デジタルチューナーが扱うＴＳ形式の多重ストリームをどのようにＨＤＤに記録する
かなど詳細に関して述べられていない。
【００１５】
更に、光ディスク記録再生装置とＨＤＤを用いた記録再生装置を組み合わせた場合に、そ
れぞれの機器間の多重ストリームの受け渡しを実現する手段については記載されていない
。また、ＨＤＤなどのノンリムーバブルな記録メディアを内蔵した光ディスク記録再生装
置などにおいて、光ディスクとＨＤＤ間の多重ストリームの受け渡しの実現手段に関して
述べられていない。
【００１６】
本発明の目的は、上記した従来技術の課題を解決し、記録密度の異なるディスク媒体に対
し、入力信号の種類（アナログ／デジタル、ＴＳ／ＰＳ）やデジタル放送の画質（ＳＤ／
ＨＤ）などに応じて、それぞれのディスクに最適なストリーム形式で記録再生可能とした
ディスク記録再生装置を提供することにある。
【００１７】
【課題を解決するための手段】

【００２２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を説明する。
図１は、本発明の実施形態にかかる記録再生装置のブロック図である。本記録再生装置は
、ＨＤＤと例えば光ディスクのようなリムーバブルなメディアをドライブするディスクド
ライブ装置（以下ディスクドライブと称す )を有している。ここで、１は記録再生装置、
２はデジタルインターフェース、３はＨＤＤインターフェース、４はＨＤＤ、５はディス
クドライブ、６はディスクドライブインターフェース、７はＴＳ／ＰＳ変換回路、８はイ
ンターフェースブロック、９はメモリ、１０はマイクロコンピュータ（以下マイコンと略
記）、１１はデータバス、１７はデジタル信号入出力端子、２２はデジタルＢＳチューナ
ーである。
【００２３】
まず、デジタルチューナー２２からＨＤＤへの記録に関して説明する。デジタルチューナ
ー２２からのＭＰＥＧストリームは、ＴＳ形式の多重ストリームである。端子１７から入
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力された信号は、デジタルインターフェース２を介してＨＤＤインターフェース３に送ら
れる。そして、その出力がデータバス１１を介してＨＤＤ４に送られ、記録される。この
とき、ＨＤＤへの記録はマイコン１０によって制御される。以上のようにＢＳデジタルチ
ューナーからのＴＳは、一旦そのままの形式でＨＤＤ４に記録されることになる。ＨＤＤ
は大容量であり、転送レートが高いため、ＴＳに含まれる情報全てを高速にかつ長時間の
情報を記録することができる。
【００２４】
ＨＤＤ４からの再生に関して説明する。データバス１１を介してＨＤＤ４から読み出され
たＴＳは、ＨＤＤインターフェース３を介してデジタルインターフェース２に送られる。
そして、端子１７から出力されＴＳは、デジタルチューナー２２側でＴＳ形式のＭＰＥＧ
信号がデコードされ、ビデオ信号に変換されて、テレビなどに出力される。ＴＳで記録さ
れたことにより、データ放送などの情報も全て再生可能であり、現放送と何ら変わりない
放送をタイムシフトして再生することが容易に実現できる。
【００２５】
次に、ＨＤＤ４から光ディスクへのダビング記録に関して説明する。データバス１１、デ
ィスクドライブインターフェース６を介してＨＤＤ４から読み出されたＴＳは、ＴＳ／Ｐ
Ｓ変換回路７でＰＳに変換される。その後、再度ディスクドライブインターフェース６、
データバス１１を介してディスクドライブ５に送られ光ディスクに書き込まれる。メモリ
９は、ＴＳ／ＰＳ変換の際にデータを一時的に格納するのに用いる。こうすることで、光
ディスクへの記録速度や、ＴＳ／ＰＳ変換時間などにとらわれることなく、光ディスクに
ダビング記録でき、必要な情報を保存することができる。また、光ディスク側の処理速度
の問題やコスト低減を考慮した際のパフォーマンスの低下などにより、ＴＳ／ＰＳ変換時
に１００％の情報を保持できなかった場合（例えば、データ放送など）にも、ＨＤＤには
１００％の情報を一時記録しているため、ＨＤＤの容量が満杯にならない限り放送と同等
の画質、機能を保つことが可能である。
【００２６】
また、ＭＰＥＧの場合、高画質モードになればなるほど圧縮比が低くなり、転送レートが
増加する。このため、光ディスクへの書き込みなどに時間がかかり、配信されてきた信号
を記録できなくなるという問題も生じる。本実施例のように、一度ＨＤＤを経由すること
で、放送のようにリアルタイムに連続して送られている信号を損なうことなく記録するこ
とができる。
【００２７】
光ディスクからの再生に関して説明する。ここで、光ディスクから読み出された信号が直
接出力されるモードと、一度ＨＤＤを経由した上で出力されるモードがある。前者の場合
、ディスクドライブ５から再生されたＰＳは、データバス１１とディスクドライブインタ
ーフェース６を介した後、ＴＳ／ＰＳ変換回路７でＴＳに変換される。そして、再度ディ
スクドライブインターフェース６とデータバス１１を介して、ＨＤＤインターフェース３
を介してデジタルインターフェース２に送られる。また、後者の場合には、ＴＳ／ＰＳ変
換回路７でＴＳストリームに変換された後、再度ディスクドライブインターフェース６と
データバス１１を介して、ＨＤＤ４によってＴＳの状態で記録される。そして、同時にＨ
ＤＤ４から読み出しが行われる。読み出されたＴＳは、データバス１１とＨＤＤインター
フェース３を介してデジタルインターフェース２に送られ、その出力は端子１７を経由し
てデジタルＢＳチューナー２２に送られてＴＳがデコードされる。記録と同様に、高画質
モードなど転送レートが増加した場合、光ディスクからの読み出しなどに時間がかかり、
瞬時に読み出しができない場合も生じるが、一度ＨＤＤを経由することで連続して映像・
音声を再生できる。
【００２８】
次に、図２を用いてＴＳ／ＰＳ変換について説明する。同図（ａ）で示すＴＳ３０はいく
つかのＴＳパケットで構成される。（ｂ）に示すようにＴＳパケット３１はＴＳヘッダ３
２とＴＳペイロード３４で構成され、そのサイズは１８８バイトの固定長である。（ｃ）
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に示すこのＴＳペイロードのみを繋ぎ合わせてできたストリーム３５はＰＥＳ（ Packetiz
ed Elementary Stream)と呼ばれるものであり、特に先頭部分にＰＥＳヘッダ３６が含ま
れる。（ｄ）で示すストリーム３８はパックと呼ばれ、いくつかのＰＥＳ３５で構成され
、その先頭にはパックヘッダ３９が繋がる。（ｅ）に示すこうしたパックの連続したスト
リーム４１がＰＳである。以上のような、ストリームの繋ぎ変えを行うことでＴＳ／ＰＳ
変換が実現できる。また、変換に際しては各ヘッダの内容を認識した上でペイロード部分
やＰＥＳをつなぎ合わせる作業が伴うため、ある程度の変換回路や変換時間などを要する
。
【００２９】
次に、図３は、図１に示した記録再生装置に、さらに外部からのビデオ入力信号に対しＭ
ＰＥＧエンコードしたデジタル信号を記録再生する機能を追加した実施形態である。ここ
では、図１の実施形態と異なる点を中心に説明し、同一箇所は説明を省略する。
【００３０】
まず、外部入力信号の記録に関して説明する。外部入力端子１８から入力された映像及び
音声信号はＡＤ／ＤＡ変換回路１５でデジタル信号に変換され、ビデオエンコーダ／デコ
ーダブロック１４でデコードされる。その後ＭＰＥＧコーデック１３（エンコーダおよび
デコーダを持つものをコーデックと称す）で圧縮（エンコード）され、データバス１１を
介してインターフェースブロック８に入力される。ここで、一般にＭＰＥＧエンコードさ
れた信号はＰＳ形式の多重ストリームとして出力される。したがって、このインターフェ
ースブロックに入力される信号はＰＳストリーム形式の信号であり、光ディスクへの記録
に対しては次の２通りのモードがある。第１のモードは、ＨＤＤをバッファとして利用す
るものである。即ち、一時的にＨＤＤに記録し、特に保存する価値の無い番組に関しては
ＨＤＤから再生した後消去し、保存したい番組に関しては光ディスク等にダビング記録す
るモードである。第２のモードは、直接光ディスクに記録するモードである。
【００３１】
第１のモードでは、データバス１１から入力されたＰＳストリームをＴＳ／ＰＳ変換回路
７でＴＳに変換する。そして、ディスクドライブインターフェース６とデータバス１１を
介してＨＤＤ４に送られ、記録される。一時的にＨＤＤ４に記録された信号は読み出され
、データバス１１とディスクドライブインターフェース６を介し、ＴＳ／ＰＳ変換回路７
でＰＳに再度変換される。その後、ディスクドライブインターフェース６とデータバス１
１を介してディスクドライブ５に送られ、光ディスクに記録される。このようにすること
で、保存したい番組のみ、光ディスクに記録できる。また、外部入力信号を圧縮率の低い
高画質モード、即ち高レートで記録を希望する場合、直接光ディスクなどに記録すると速
度的に間に合わない場合にも、高速記録が可能なＨＤＤに一時的に記録することで問題を
解決できる。尚、本実施形態では、データバス１１から入力されたＰＳストリームをＴＳ
に変換後にＨＤＤ４に記録したが、アナログ信号入出力に対応しデジタルチューナーとの
インターフェースがないようなセットの場合には、ＰＳ形式のままＨＤＤに記録するよう
にしても良い。この方法によれば、ＨＤＤ４に記録された信号を光ディスクに記録する際
にも変換を要さず、記録時間を短縮することができる。
【００３２】
第２のモードでは、データバス１１から入力されたＰＳを変換せずに直接ディスクドライ
ブインターフェース６に送り、データバス１１を介して光ディスクに直接記録するもので
ある。これは、記録時点で１００％保存したい番組を直接記録するモードであり、ダビン
グ操作を回避し簡単に録画できるメリットがある。
【００３３】
図４は、ＴＳ／ＰＳ変換回路の詳細ブロック図を示したものである。まず、点線５８で示
されるパスについて説明する。これは、ＨＤＤから光ディスクへのダビング時のパスであ
る。端子５６からのＴＳストリームがＴＳ→ＰＳ変換回路５４でＰＳストリームに変換さ
れた後、スイッチ５３を介して端子５７に出力され、ディスクドライブインターフェース
６にＰＳ形式のストリームが送られる。
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【００３４】
次に、一点鎖線５９で示されるパスについて説明する。再生時、光ディスクからの再生信
号はＰＳである。端子５６から入力されたＰＳは、ＰＳ→ＴＳ変換回路５１でＴＳに変換
後、スイッチ５２，５３を経由して端子５７に出力され、ディスクドライブインターフェ
ース６に信号が送られる。また、外部入力を記録する場合、ＭＰＥＧエンコーダで変換さ
れたＰＳは、端子５６から入力されＰＳ→ＴＳ変換回路５１でＴＳに変換される。その後
、スイッチ５２，５３を介して出力端子５７に出力され、ディスクドライブインターフェ
ース６に信号が送られる。
【００３５】
最後に、二点鎖線６０で示されるパスについて説明する。直接光ディスクに記録する場合
には、ＭＰＥＧエンコーダで変換されたＰＳが端子５６から入力され、スイッチ５２，５
３を介して直接出力端子５７に出力される。すなわち、ＰＳ→ＴＳ変換回路５１を介さず
に、ディスクドライブインターフェース６に信号が送られる。
【００３６】
図５と図６は、デジタルＢＳチューナー内蔵の表示装置と光ディスク記録再生装置との構
成と接続を示したものである。ＢＳチューナー内蔵の表示装置３５０は表示装置３５１、
デジタルＢＳチューナー３５２とからなり、デジタルＢＳチューナー３５２はデジタルチ
ューナー３５３、ＳＤ／ＨＤデコーダ３５４、デジタルインターフェース３５５とから構
成される。図５で示す光ディスク記録再生装置２５０は、デジタルインターフェース２５
１とディスク記録再生装置２５２とからなり、自分自身ではＳＤ／ＨＤデコーダを持たず
にストリームを記録再生し、デジタルインターフェースを介しＢＳチューナー内蔵の表示
装置３５０との間でデータのやり取りを行うものである。現時点ではＳＤ／ＨＤデコーダ
は極めて回路規模が大きく、コストパフォーマンスの点ではデジタルインターフェースか
らの信号のみを記録再生する装置がより好ましい。したがって、こうした記録再生装置に
おいては、ＴＳのまま記録することでＴＳ／ＰＳ変換などの処理が省けより低価格の製品
を提供できることになる。
【００３７】
図６で示す光ディスク記録再生装置２６０は、図５で示した光ディスク記録再生装置２５
０に対しＳＤ／ＨＤコーデック（エンコーダおよびデコーダを持つものをコーデックと称
す）２６３を有したものであり、図５の装置とは逆に、当分の間需要の見込める地上波放
送や別の機器からのダビングニーズに対して必要となる記録再生装置であり、高級機とし
ての位置付けになる。将来的には、ＨＤエンコーダの実現もありうるため、ＳＤ／ＨＤコ
ーデックを搭載した装置を前提とする。こうした高級機では対応する光ディスクとして、
標準ディスクと高密度ディスク双方に対応する必要があり、ディスク記録再生装置として
は双方のディスクがかかるディスクドライブ装置を搭載することになる。
図７は、本発明の実施形態にかかる記録再生装置のブロック図で、図５における記録再生
装置２５０を具体的に示したものである。本記録再生装置は、光ディスクのようなリムー
バブルなメディアをドライブするディスクドライブ装置（以下ディスクドライブと称す )
を有している。ここで、２００は記録再生装置（図５の２５０に対応）、２はデジタルイ
ンターフェース、２０６はタイムスタンプ処理回路、２０４はディスクドライブ、６はデ
ィスクドライブインターフェース、２０５はインターフェースブロック、９はメモリ、１
０はマイクロコンピュータ（以下マイコンと略記）、１１はデータバス、１７はデジタル
信号入出力端子、４００はデジタルＢＳチューナー内蔵の表示装置であり、デジタルチュ
ーナー４０１、ＳＤ／ＨＤデコーダ４０２、デジタルインターフェース４０３、表示装置
４０４からなる。
【００３８】
まず、デジタルチューナー４０１で受信した信号の光ディスクへの記録に関して説明する
。デジタルチューナー４０１で受信・復調された信号は、ＴＳ形式のＭＰＥＧ多重ストリ
ームである。この信号は、記録再生装置２００の端子１７から入力され、デジタルインタ
ーフェース２を介してタイムスタンプ処理回路２０６に送られ、多重ストリームに時刻管
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理をするためのタイムスタンプを付加する。その後ディスクドライブインターフェース６
、データバス１１を介してディスクドライブ２０４に信号を送り記録を行う。このとき、
ディスクドライブ２０４への記録はマイコン１０によって制御される。一般にディスクド
ライブ２０４からの信号はディスクドライブ側のタイミングで出力され、必ずしもＭＰＥ
Ｇデコーダ側がデータを要求するタイミングとは一致しない。上記のタイムスタンプは、
記録時にタイムスタンプなる時間情報を付加し、再生時にそのタイムスタンプに基づきデ
ータをＭＰＥＧデコーダ側に一定間隔で送り出すものであり、このときタイムスタンプは
取り除かれる。メモリ９は、タイムスタンプ処理やディスクドライブインターフェースに
おいて、データを格納するバッファの役割を果たす。
【００３９】
図８にタイムスタンプを付加した記録ストリームの構成について、簡単に説明する。（ａ
）がＰＳのパック構造を示すものであり、図２（ｄ）と同じ構造である。ただし、光ディ
スクに記録するデータの単位は２０４８バイトに規定されており、これを１パックと呼び
これがベースとなる。（ｂ）がデジタルチューナーから出力されるＴＳストリームであり
、１８８バイトのパケットが連続する。光ディスクにＴＳで記録する場合は、１８８バイ
トのＴＳパケット１４６にタイムスタンプ１４７を付加してそれらをつなぎ合わせ２０４
８バイトの単位にまとめる。例えば、タイムスタンプを４バイトとすると、１単位が１９
２バイトとなり１０個つないで残り１２８バイトできれるが、この残り分６４バイトは次
のパックに引き継がれるものとする。以上のように、ＴＳのまま記録する場合には比較的
簡単な変換で実現できるが、ＰＳへ変換する場合には図２で前述したように非常に複雑な
変換が必要となる。
【００４０】
図７に戻り、光ディスクからの再生に関して説明する。データバス１１を介してディスク
ドライブ２０４から読み出されたＴＳは、ディスクドライブインターフェース６を介して
、タイムスタンプ処理回路２０６でデータ間隔を一定に保つような処理を行い、かつタイ
ムスタンプを削除した後、デジタルインターフェース２に送られる。そして、端子１７か
ら出力されたＴＳは、デジタルＢＳチューナー内蔵の表示装置４００側のデジタルインタ
ーフェース４０３を介してＳＤ／ＨＤデコーダ４０２でＴＳ形式のＭＰＥＧ信号がデコー
ドされ、ビデオ信号に変換されて、表示装置４０４に出力される。
【００４１】
以上のようにデジタルＢＳチューナーからのＴＳは、タイムスタンプは付加されるものの
、ほぼそのままの形式で光ディスクに記録される。こうすることで、複雑なストリーム変
換などが不要となり、自ら高価なデコード機能を持たずにデジタルインターフェースを介
してのみストリームを記録再生する機器として低コストで実現できる。また、ＴＳで記録
されることにより、データ放送などの情報が変換処理などにより欠落することもなく全て
再生可能であり、現放送と何ら変わりない放送をタイムシフトして再生することが容易に
実現できる。
【００４２】
次に、図９は、図７におけるディスクドライブ２０４が高密度ディスクに対してのみ記録
再生可能なものであるとした場合の、ディスクドライブ２０４の内部構造を示す。ここで
、８１が光ディスク、８２がモータ軸、８３がスピンドルモータ、２１０が光学レンズ、
２１１が光ヘッド、２１２がリードスクリュー、２１３がステッピングモータ、９０が記
録再生アンプ、９１がディスク信号処理回路、９２がＡＴＡＰＩ処理回路、９３がピック
アップ制御回路、９４がマイコン、９５が入出力端子、２２６が制御信号出力端子を示す
。２１１は青色レーザーを搭載した光ヘッドであり、２１０～２１３で構成されるピック
アップは高密度光ディスクに対するものである。赤色レーザーは有しておらず、標準ディ
スクの記録再生は基本的にできない構成である。
【００４３】
まず、サーボ制御について簡単に説明する。光ディスク８１はスピンドルモータ８３によ
って回転制御される一方、スッテピングモータ２１３の制御によりそれに接続されたリー
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ドスクリュー２１２が移動しリードスクリュー２１２に固定された光ヘッド２１１が移動
することで光ディスク上の書き込みもしくは読み出し位置がほぼ決定する。さらに、光ヘ
ッド内部の制御機構により細かな制御がなされる。記録時及び再生時には光ディスク８１
からの反射光が光学レンズ２１０、光ヘッド２１１を介し読み出され、記録再生アンプ９
０で増幅された後ピックアップ制御回路９３に送られ、その情報をもとに、ステッピング
モータ２１３に対して制御信号（Ｄ１）によってフィードバック制御をかけるものである
。
【００４４】
また、記録再生の過程は以下のとおりである。記録時は、端子９５から入力された記録情
報（ＭＰＥＧストリーム）はＡＴＡＰＩ処理回路９２で処理された後、光ディスク信号処
理回路９１で記録信号に変換される。そして、記録再生アンプ９０を介して光ヘッド２１
１に送られ、レーザーが光学レンズ２１０を通して照射され、光ディスク８１上に記録が
行われる。再生時は、光ディスク８１からの反射光が、光学レンズ２１０を介し光ヘッド
２１１で読み出された後、記録再生アンプ９０で増幅される。そして、光ディスク信号処
理回路９１でＭＰＥＧのストリームに戻され、ＡＴＡＰＩ処理回路９２を介して端子９５
に出力される。マイコン９４は、ＡＴＡＰＩ処理回路９２、光ディスク信号処理回路９１
、ピックアップ制御回路９３を制御するものである。
【００４５】
次にディスク判別に関して簡単に説明する。挿入されたディスク８１が標準ディスクか高
密度ディスクかをディスク信号処理回路９１もしくはピックアップ制御回路９３からの情
報によりマイコン９４で判別する。上記マイコン９４からの判別信号を（Ｃ１）として、
ディスクドライブの外に端子２２６を経由して出力する。もしくは、ＡＴＡＰＩコマンド
情報として端子９５にその情報を載せることも可能である。この判別信号（Ｃ１）は、下
記のように標準ディスクへの記録を停止する場合に用いる。
【００４６】
図１０は記録ストリームの切替えを示すものであり、詳細は以下の通りである。
（１）標準ディスクに記録する場合は、記録を停止する。
（２）高密度ディスクにデジタルインターフェースからのＳＤを記録する場合は、入力／
出力スルーでＴＳのまま記録する。図４において、スイッチ５２は白側、スイッチ５３は
黒側に接続する。
（３）高密度ディスクにデジタルインターフェースからのＨＤを記録する場合は、入力／
出力スルーでＴＳのまま記録する。図４において、スイッチ５２は白側、スイッチ５３は
黒側に接続する。
【００４７】
図１１は再生ストリームの切替えを示すものであり、詳細は以下の通りである。
（１）標準ディスクを再生する場合は、再生を停止する。
（２）高密度ディスクに記録されたＴＳストリームは入力／出力スルーでＴＳのままデジ
タルインターフェース出力端子に出力する一方、ＴＳをＰＳに変換してアナログ変換処理
後出力する。
【００４８】
以上のように、高密度光ディスクにデジタル放送をＴＳのまま記録することで、変換によ
る情報の欠落や、ＨＤ信号に対するＰＳ／ＴＳ変換処理を省略でき、回路的にシンプルな
構成となる他、ディスクドライブも青色レーザーのみに対応したものを用いることで、更
なるコスト低減が見込め、低価格な記録再生装置を提供できることになる。
【００４９】
次に、図１２は、図５における記録再生装置２５０の別の実施形態を示したもので、先の
図７の実施例に対しディスクドライブが標準ディスクと高密度ディスク双方に対して記録
再生が可能なものであり、同一ブロックには同一符号を付し説明は省略する。本実施形態
の場合、標準ディスクと高密度ディスク双方に対して記録再生が可能なことから、それぞ
れのディスクに対してどのようなストリームを記録するかの切替えが発生する。ストリー
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ム判別回路２０１、ＰＳ／ＴＳ判別回路２０３は、上記切替えに必要な制御信号を生成す
る回路である。
【００５０】
図１３は、ディスクドライブ２０２の内部構造を示す。標準ディスクに対するピックアッ
プが追加され、２２０が光学レンズ、２２１が光ヘッド、２２２がリードスクリュー、２
２３がステッピングモータであり、他は図９のディスクドライブと同様であり説明は省略
する。ここで、２２１は赤色レーザーを搭載した光ヘッドである。
【００５１】
次に、ディスク判別とピックアップの切替えに関して簡単に説明する。挿入されたディス
ク８１が標準ディスクか高密度ディスクかをディスク信号処理回路９１もしくはピックア
ップ制御回路９３からの情報によりマイコン９４で判別し、標準ディスクであればスイッ
チ２２５を白側に接続し、高密度ディスクであればスイッチ２２５を黒側に接続する。同
様に、各ピックアップを制御する制御信号（Ｄ１）（Ｄ２）に関してもマイコンの判別結
果を元に制御される。ただし、メカ的な切替えについては、省略する。上記マイコン９４
からの判別信号を（Ｃ１）として、ディスクドライブの外に端子２２６を経由して出力す
る。もしくは、ＡＴＡＰＩコマンド情報として端子９５にその情報を載せることも可能で
ある。
【００５２】
次に、再度図１２に戻って説明する。ストリーム判別回路２０１は、デジタルインターフ
ェース２で受けたデジタルＢＳチューナー内蔵の表示装置４００からの放送信号がＳＤ信
号かＨＤ信号かを判別するものであり、その判別信号を（Ｃ２）とする。ＰＳ／ＴＳ判別
回路２０３は、光ディスクから再生された信号のＭＰＥＧストリームがＰＳかＴＳかを判
別するものであり、判別信号を（Ｃ３）とする。上記（Ｃ１）（Ｃ２）（Ｃ３）の３つの
判別信号を受けて、マイコン１０はＴＳ／ＰＳ変換回路７にＳＥＬ１、ＳＥＬ２を送って
変換のルートを切り替えるように制御し、光ディスクに記録する際のストリームを決定す
る。また、再生時のストリーム変換の制御も行う。先に説明したように、ＴＳ／ＰＳ変換
回路７は図４に示す構成であり、制御信号ＳＥＬ１、ＳＥＬ２は端子６１、端子６２にそ
れぞれ入力される。
【００５３】
次に、図１４、図１５、及び図４を用いてストリームの切替えについて説明する。図１４
は記録ストリームについて説明したものである。図７の実施例はデジタルインターフェー
ス入力のみであり、入力信号は常時ＴＳ形式のＭＰＥＧストリームである。
（１）標準ディスクにＳＤを記録する場合は、ＴＳ→ＰＳ変換しＰＳで記録する。スイッ
チ５２は指定なしで、スイッチ５３は白側に接続する。
（２）標準ディスクにＨＤを記録する場合も（１）同様。ただし、標準ディスクでは記録
時間が確保できないため、記録停止にすることも可能。
（３）高密度ディスクにＳＤを記録する場合は、入力／出力スルーでＴＳのまま記録する
。スイッチ５２は白側、スイッチ５３は黒側に接続する。
（４）高密度ディスクにＨＤを記録する場合は、入力／出力スルーでＴＳのまま記録する
。スイッチ５２は白側、スイッチ５３は黒側に接続する。
【００５４】
図１５は再生ストリームの切替えを示すものであり、詳細は以下の通りである。
（１）標準ディスクに記録されているストリームはＰＳであり、デジタルインターフェー
ス出力端子にはＰＳをＴＳに変換して出力する。
（２）高密度ディスクに記録されたＰＳストリームはＴＳに変換してデジタルインターフ
ェース出力端子に出力する。
（３）高密度ディスクに記録されたＴＳストリームは入力／出力スルーでＴＳのままデジ
タルインターフェース出力端子に出力する。
【００５５】
次に図１６は、図１２の実施形態に対し、ＨＤＤ４が内蔵されたものであり、３はＨＤＤ
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インターフェース回路である。デジタルインターフェース２からのストリームは、ＨＤＤ
インターフェース３に転送され、タイムスタンプ処理回路２０６でタイムスタンプが付加
され、ＴＳのままＨＤＤ４に格納される。次に、ＨＤＤから光ディスクへのダピングに関
して説明する。ＨＤＤ４に格納されたＴＳは再生されＨＤＤインターフェース３を介し再
生された後、データバス１１からデータをディスクドライブインターフェース６で吸い上
げＴＳ／ＰＳ変換回路７を介してディスクドライブ２０２にデータを送り光ディスクに記
録するものである。
【００５６】
光ディスクへの記録過程において、ディスク判別信号（Ｃ１）、ＰＳ／ＴＳ判別信号（Ｃ
３）に対するストリームの変換過程は図１２の実施例と同様である。しかしながら、デジ
タルＢＳチューナー内蔵の表示装置４００へ信号を送り返すために、デジタルインターフ
ェース２の部分では常時ＴＳとなっている。そのため、ストリーム判別信号（Ｃ２）に関
しては、図１２と同様にデジタルインターフェース２からの信号を元に判別するわけには
いかない。したがってＨＤＤ４から再生された信号がデータバス１１上に吸い上げられた
時点でストリーム判別回路２０１に送り判別する必要がある。光ディスクからの再生に関
しては、ディスクドライブ２０２から再生された信号がデータバス１１を介してディスク
ドライブインターフェース６に送られタイムスタンプ処理回路２０６でタイムスタンプが
はずされＴＳ／ＰＳ変換回路７を経由してデジタルインターフェース２に戻され、端子１
７を経由してデジタルＢＳチューナー内蔵の表示装置４００へ送られる。
【００５７】
次に図１７の実施形態は、図６の構成において記録再生装置２６０を具体的に示したもの
である。図１２の実施形態との違いは、アナログ信号入力モードおよびアナログ出力モー
ドを持つ点であり、端子１８からの外部入力信号に対しては、ＡＤ／ＤＡ１５、ビデオエ
ンコーダ１４、ＳＤ／ＨＤコーデック１３を介してディスクドライブインターフェース６
に送られる。記録に際しては、ディスクドライブインターフェース６においてデジタルイ
ンターフェース２からのストリームとの切替えが発生する。また、デジタルインターフェ
ース２からのストリームがＴＳなのに対して、ＳＤ／ＨＤコーデック１３からの信号は一
般にＰＳであり、記録再生に関して変換等が必要になる。マイコン１６から出力される制
御信号（Ｃ４）は、例えばアナログ入力端子１８から信号が入力された場合と、デジタル
入力端子１７から入力された場合とを判別した信号であり、また、双方に信号が入力され
た場合には、ユーザーボタンによる切替えに対応した信号である。この制御信号（Ｃ４）
が、（Ｃ１）（Ｃ２）（Ｃ３）とともにマイコン１０に入力され、ストリームの切替えを
行うことになる。
【００５８】
図１８は記録ストリームの切替えを示すものであり、詳細は以下の通りである。
（１）標準ディスクに外部からのアナログ信号を記録する場合は、入力／出力スルーでＰ
Ｓのまま記録する。図４において、スイッチ５２は白側、スイッチ５３は黒側に接続する
。
（２）標準ディスクにデジタルインターフェースからのＳＤを記録する場合は、ＴＳ→Ｐ
Ｓ変換しＰＳで記録する。スイッチ５２は指定なしで、スイッチ５３は白側に接続する。
（３）標準ディスクにデジタルインターフェースからのＨＤを記録する場合も（２）と同
様。
（４）高密度ディスクに外部からのアナログ信号を記録する場合は、入力／出力スルーで
ＰＳのまま記録する。スイッチ５２は白側、スイッチ５３は黒側に接続する。
（５）高密度ディスクにデジタルインターフェースからのＳＤを記録する場合は、入力／
出力スルーでＴＳのまま記録する。スイッチ５２は白側、スイッチ５３は黒側に接続する
。
（６）高密度ディスクにデジタルインターフェースからのＨＤを記録する場合は、入力／
出力スルーでＴＳのまま記録する。スイッチ５２は白側、スイッチ５３は黒側に接続する
。
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【００５９】
図１９は再生ストリームの切替えを示すものであり、詳細は以下の通りである。
（１）標準ディスクに記録されているストリームはＰＳであり、デジタルインターフェー
ス出力端子にはＰＳをＴＳに変換して出力する一方、アナログ信号出力端子には入力／出
力スルーでＰＳのままアナログ処理して出力する。
（２）高密度ディスクに記録されたＰＳストリームはＴＳに変換してデジタルインターフ
ェース出力端子に出力する一方、アナログ信号出力端子には入力／出力スルーでＰＳのま
まアナログ処理して出力する。
（３）高密度ディスクに記録されたＴＳストリームは入力／出力スルーでＴＳのままデジ
タルインターフェース出力端子に出力する一方、アナログ信号出力端子にはＴＳをＰＳに
変換後アナログ処理して出力する。
【００６０】
以上のように、高密度光ディスクにおいて、デジタル放送はＴＳのまま記録でき、ＨＤ信
号に対するＰＳ／ＴＳ変換処理による情報の欠落を回避できる一方、外部からのアナログ
信号入力に関してはＰＳのまま記録することで、高速で記録するＨＤ信号に対し信号変換
などの時間ロスを減らし、ディスクドライブ側への負担を軽減できるメリットがある。ま
た、ＰＳで記録できるモードを持つことで、再生専用の高密度光ディスクに対してもソフ
トを作成する上でのオーサリング処理などが簡単になるというメリットも生まれる。また
、再生時デジタルチューナーに出力する経路にはＰＳ／ＴＳ変換が必要になるが、この変
換する回路は、膨大な回路規模を有するＳＤ／ＨＤコーデックと同時にＬＳＩ化（例えば
２４１のようなくくりで集積化）する場合極めて微小な回路規模でありコストアップには
ほとんど影響しない。一方、標準光ディスクに対しても互換性を保つことができ、コスト
パフォーマンスの良い記録再生装置を提供できることになる。
【００６１】
さらに別の実施形態としては、次のようなものがある。上記高密度光ディスクにＴＳ、Ｐ
Ｓ双方の記録フォーマットを規定することで、再生専用光ディスクとの互換を重視するか
、高画質なデジタルインターフェース経由でＢＳデジタルチューナーとの接続を重視する
のかをユーザー側が選択できる装置も提供できる。
【００６２】
これを、再度図１８、図１９を用いて説明する。本実施形態は、高密度光ディスクにおい
て、デジタルＢＳチューナーからのＴＳストリームに対しては、ＴＳのまま記録し、外部
入力のアナログ信号に対してはＳＤ／ＨＤエンコード信号をＰＳからＴＳに変換して記録
するものである。標準光ディスクに対しては、これまでの実施例同様にＰＳのまま記録す
るものとする。図１７の記録再生装置において、ディスクドライブは標準光ディスク及び
高密度光ディスク双方に対し記録再生が可能なものとして考える。
【００６３】
図１８は記録ストリームの切替えを示すものであり、詳細は以下の通りである。
（１）標準ディスクに外部からのアナログ信号を記録する場合は、入力／出力スルーでＰ
Ｓのまま記録する。スイッチ５２は白側、スイッチ５３は黒側に接続する。
（２）標準ディスクにデジタルインターフェースからのＳＤを記録する場合は、ＴＳ→Ｐ
Ｓ変換しＰＳで記録する。スイッチ５２は指定なしで、スイッチ５３は白側に接続する。
（３）標準ディスクにデジタルインターフェースからのＨＤを記録する場合も（２）と同
様。
（４）高密度ディスクに外部からのアナログ信号を記録する場合は、ＰＳ→ＴＳ変換しＴ
Ｓで記録する。スイッチ５２は黒側、スイッチ５３は黒側に接続する。
（５）高密度ディスクにデジタルインターフェースからのＳＤを記録する場合は、入力／
出力スルーでＴＳのまま記録する。スイッチ５２は白側、スイッチ５３は黒側に接続する
。
（６）高密度ディスクにデジタルインターフェースからのＨＤを記録する場合も（５）と
同様。
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【００６４】
図１９は再生ストリームの切替えを示すものであり、詳細は以下の通りである。
（１）標準ディスクに記録されているストリームはＰＳであり、デジタルインターフェー
ス出力端子にはＰＳをＴＳに変換して出力する一方、アナログ信号出力端子には入力／出
力スルーでＰＳのまま出力する。
（２）高密度ディスクに記録されたＰＳストリームはＰＳをＴＳに変換してＴＳでデジタ
ルインターフェース出力端子に出力する一方、アナログ信号出力端子には入力／出力スル
ーでＰＳのまま出力する。本実施例での装置で記録した高密度光ディスクにはＰＳでの記
録はないが、他の装置で記録された高密度光ディスクにはＰＳで記録されている場合もあ
りうるため、ここではＰＳ記録のディスクに対する再生を記述した。
（３）高密度のディスクに記録されたＴＳストリームは入力／出力スルーでＴＳのままデ
ジタルインターフェース出力端子に出力する一方、アナログ信号出力端子にはＴＳをＰＳ
に変換してＰＳで出力する。
【００６５】
以上のように、高密度光ディスクにはデジタル放送をＴＳのまま記録でき、変換による情
報の欠落や、ＨＤ信号に対するＰＳ／ＴＳ変換処理を省略でき、回路的にシンプルな構成
となる一方、標準光ディスクに対して互換性を保つことができ、コストパフォーマンスの
良い記録再生装置を提供できることになる。また、高密度光ディスクに対し、アナログ入
力をＳＤ／ＨＤエンコーダでエンコード後ＴＳに変換してディスク上に記録することで、
再生時に変換なしでＴＳ出力ができ、外部のＳＤ／ＨＤデコーダに対しても有効に働く。
すなわち、このようにＴＳで記録することで、図６の実施例のように、外部のＳＤ／ＨＤ
デコーダを流用する廉価な装置においても、再生互換を保てるメリットもある。また、記
録時に変換する回路は、膨大な回路規模を有するＳＤ／ＨＤコーデックをＬＳＩ化（例え
ば２４１のようなくくりで集積化）する場合極めて微小な回路規模でありコストアップに
はほとんど影響しない。
【００６６】
以上、各実施形態では記録メディアとして、光ディスクを前提に説明してきたが、光磁気
ディスクなどのメディアをも包含するものであると同時に、メモリカードなどの半導体メ
モリや磁気テープに関しても発明の範疇である。また、一時記憶装置としてＨＤＤを前提
に説明してきたが、取り外しの不可能な他の記録メディア、例えば半導体メモリなどであ
っても良い。
【００６７】
また、各実施形態では、外部から入来するデジタル信号をデジタルチューナーからの信号
として説明してきたが、モデムを経由して入力された信号や、他のデジタルインターフェ
ースを介して入力された信号に対しても有効であり、特に限定するものではない。
【００６８】
【発明の効果】
本発明によれば、高密度な光ディスクにＴＳ及びＰＳ双方の記録フォーマットを定め、入
力判別結果とＳＤ／ＨＤ判別結果を元に、ＰＳ／ＴＳ変換回路を制御し記録ストリームを
決定することで、互換性を考慮した上でＰＳ／ＴＳ変換処理などの簡略化が可能でコスト
パフォーマンスの良い装置を提供できる。また、高密度光ディスクにＴＳ記録することで
、高価なＢＳデジタルチューナーのＨＤデコーダ機能を十分に活用でき、低コストの光デ
ィスク記録再生装置を提供できる。
【００６９】
また、入力の信号に関係なく、高密度光ディスクに対し常時ＴＳ形式のストリームを記録
することで、高密度光ディスクに対し、アナログ入力をＳＤ／ＨＤエンコーダでエンコー
ド後ＴＳに変換してディスク上に記録することで、再生時に変換なしでＴＳ出力ができ、
外部のＳＤ／ＨＤデコーダに対しても有効に働く。すなわち、このようにＴＳで記録する
ことで、外部のＳＤ／ＨＤデコーダを流用する廉価な装置においても、再生互換を保てる
メリットもある。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のディスク記録再生装置の一実施形態を示すブロック図である。
【図２】ＴＳ→ＰＳ変換の原理を示す図である。
【図３】本発明のアナログ信号入出力端子付きディスク記録再生装置のブロック図である
。
【図４】本発明におけるＴＳ／ＰＳ変換回路の一実施形態を示すブロック図である。
【図５】デジタルＢＳチューナー内蔵の表示装置と本発明の光ディスク記録再生装置との
接続を示す図である。
【図６】デジタルＢＳチューナー内蔵の表示装置と本発明の光ディスク記録再生装置との
接続を示す図である。
【図７】本発明のディスク記録再生装置の他の実施形態を示すブロック図である。
【図８】ＴＳ形式のストリーム構造を示す図。
【図９】本発明におけるディスクドライブ装置の一実施形態を示す図である。
【図１０】標準光ディスクと高密度光ディスクに対する記録ストリームの関係を示す図。
【図１１】標準光ディスクと高密度光ディスクに対する再生ストリームの関係を示す図。
【図１２】本発明のディスク記録再生装置の他の実施形態を示すブロック図である。
【図１３】本発明におけるディスクドライブ装置の他の実施形態を示す図である。
【図１４】標準光ディスクと高密度光ディスクに対する記録ストリームの関係を示す図。
【図１５】標準光ディスクと高密度光ディスクに対する再生ストリームの関係を示す図。
【図１６】本発明のディスク記録再生装置の他の実施形態を示すブロック図である。
【図１７】本発明のディスク記録再生装置の他の実施形態を示すブロック図である。
【図１８】標準光ディスクと高密度光ディスクに対する記録ストリームの関係を示す図。
【図１９】標準光ディスクと高密度光ディスクに対する再生ストリームの関係を示す図。
【図２０】標準光ディスクと高密度光ディスクの比較を示す図。
【図２１】セクタの構成を示す図。
【図２２】各セクタに対するエラー訂正符号の割り当て方を示す図。
【符号の説明】
１、２５…記録再生装置
４…ＨＤＤ
５、２０２、２０４…ディスクドライブ
７…ＴＳ／ＰＳ変換回路
１１…データバス
１３…ＳＤ／ＨＤコーデック
２２…デジタルＢＳチューナー
５１…ＰＳ→ＴＳ変換回路
５４…ＴＳ→ＰＳ変換回路
８１…光ディスク
９１…ディスク信号処理回路
９３…ピックアップ制御回路
２０１…ストリーム判別回路
２０３…ＰＳ／ＴＳ判別回路
２０６…タイムスタンプ処理回路
２００、２１０、２３０、２４０、２５０、２６０…光ディスク記録再生装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(16) JP 3843758 B2 2006.11.8



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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